
(57)【要約】

【課題】　音声認識に適したサンプリングレートで調節

することによって音声認識率を高められると共に、音声

認識のためのプロセッシングユニットの一部の処理部分

をハードウェア的に実現できる音声認識用ベースバンド

モデムと、それを用いる移動通信端末機を提供する。

【解決手段】　音声認識のためのサンプリングレートと

、音声通話のためのサンプリングレートのうち何れか一

つを用いて、入力されたボイス信号に対して変調を実施

するオーディオコーデックと、音声認識のためのサンプ

リングレートを用いて、変調されたオーディオコーデッ

クの出力から特徴ベクトルを抽出する特徴ベクトル抽出

ブロックと、特徴ベクトル抽出ブロックの出力を用いて

、音声認識を行う音声認識ブロックと、音声通話のため

のサンプリングレートを用いて、変調されたオーディオ

コーデックの出力をボコーディグするボコーダとを含ん

で構成される、ベースバンドモデム。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
音 声 認 識 の た め の サ ン プ リ ン グ レ ー ト と 、 音 声 通 話 の た め の サ ン プ リ ン グ レ ー ト の う ち 何
れ か 一 つ を 用 い て 、 入 力 さ れ た ボ イ ス 信 号 に 対 し て 変 調 を 実 施 す る オ ー デ ィ オ コ ー デ ッ ク
と 、
前 記 音 声 認 識 の た め の サ ン プ リ ン グ レ ー ト を 用 い て 、 変 調 さ れ た 前 記 オ ー デ ィ オ コ ー デ ッ
ク の 出 力 か ら 特 徴 ベ ク ト ル を 抽 出 す る 特 徴 ベ ク ト ル 抽 出 ブ ロ ッ ク と 、
前 記 特 徴 ベ ク ト ル 抽 出 ブ ロ ッ ク の 出 力 を 用 い て 、 音 声 認 識 を 行 う 音 声 認 識 ブ ロ ッ ク と 、
前 記 音 声 通 話 の た め の サ ン プ リ ン グ レ ー ト を 用 い て 、 変 調 さ れ た 前 記 オ ー デ ィ オ コ ー デ ッ
ク の 出 力 を ボ コ ー デ ィ グ す る ボ コ ー ダ と を 含 ん で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る ベ ー ス バ ン
ド モ デ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 音 声 認 識 の た め の サ ン プ リ ン グ レ ー ト を 用 い て 、 変 調 さ れ た 前 記 オ ー デ ィ オ コ ー デ ッ
ク の 出 力 を 保 存 す る バ ッ フ ァ を 更 に 含 ん で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の
ベ ー ス バ ン ド モ デ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 特 徴 ベ ク ト ル 抽 出 ブ ロ ッ ク は 、 前 記 バ ッ フ ァ に 保 存 さ れ た デ ー タ か ら 前 記 特 徴 ベ ク ト
ル を 抽 出 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の ベ ー ス バ ン ド モ デ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 バ ッ フ ァ は 、 ピ ン ポ ン バ ッ フ ァ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の ベ ー ス バ ン
ド モ デ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 特 徴 ベ ク ト ル 抽 出 ブ ロ ッ ク か ら 抽 出 さ れ た 前 記 特 徴 ベ ク ト ル を 保 存 す る 特 徴 ベ ク ト ル
バ ッ フ ァ を 更 に 含 ん で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ベ ー ス バ ン ド モ デ ム
。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 入 力 さ れ た ボ イ ス 信 号 が 前 記 音 声 認 識 の た め の 信 号 で あ る か 、 前 記 音 声 通 話 の た め の
信 号 で あ る か を 区 分 す る 制 御 器 を 更 に 含 ん で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載
の ベ ー ス バ ン ド モ デ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 制 御 器 は 、
前 記 入 力 さ れ た ボ イ ス 信 号 を 、 前 記 音 声 認 識 の た め の 信 号 と 、 前 記 音 声 通 話 の た め の 信 号
の う ち 一 つ で 区 分 す る こ と に よ り 、 前 記 オ ー デ ィ オ コ ー デ ッ ク の 変 調 に 用 い る サ ン プ リ ン
グ レ ー ト の 可 変 を 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の ベ ー ス バ ン ド モ デ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 制 御 器 は 、
前 記 入 力 さ れ た ボ イ ス 信 号 を 、 前 記 音 声 認 識 の た め の 信 号 と 、 前 記 音 声 通 話 の た め の 信 号
の う ち 一 つ で 区 分 す る こ と に よ り 、 前 記 特 徴 ベ ク ト ル 抽 出 ブ ロ ッ ク と 前 記 音 声 認 識 ブ ロ ッ
ク の 活 性 化 を 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の ベ ー ス バ ン ド モ デ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 入 力 さ れ た オ ー デ ィ オ 信 号 が 前 記 音 声 認 識 の た め の 信 号 で あ る 場 合 に 、 前 記 制 御 器 は
、 前 記 特 徴 ベ ク ト ル 抽 出 ブ ロ ッ ク と 、 前 記 音 声 認 識 ブ ロ ッ ク を 活 性 化 さ せ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ８ に 記 載 の ベ ー ス バ ン ド モ デ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 制 御 器 は 、 前 記 ベ ー ス バ ン ド モ デ ム に 備 え ら れ た 音 声 認 識 の た め の レ ジ ス タ ー を オ ン
/オ フ し て 、 前 記 特 徴 ベ ク ト ル 抽 出 ブ ロ ッ ク と 前 記 音 声 認 識 ブ ロ ッ ク の 活 性 化 を 制 御 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の ベ ー ス バ ン ド モ デ ム 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 音 声 認 識 の た め の サ ン プ リ ン グ レ ー ト は 、 １ ２ ～ ３ ２ ｋ Hｚ の 範 囲 に 含 ま れ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ベ ー ス バ ン ド モ デ ム 。
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【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 音 声 認 識 の た め の サ ン プ リ ン グ レ ー ト は 、 １ ６ kHzで あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
に 記 載 の ベ ー ス バ ン ド モ デ ム 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 特 徴 ベ ク ト ル 抽 出 ブ ロ ッ ク は 、 ハ ー ド ウ ェ ア で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
に 記 載 の ベ ー ス バ ン ド モ デ ム 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 オ ー デ ィ オ コ ー デ ッ ク は 、 前 記 入 力 さ れ た ボ イ ス 信 号 に 対 し て パ ル ス コ ー ド 変 調 を 実
施 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ベ ー ス バ ン ド モ デ ム 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 ベ ー ス バ ン ド モ デ ム は 、 移 動 通 信 端 末 機 に 内 装 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に
記 載 の ベ ー ス バ ン ド モ デ ム 。
【 請 求 項 １ ６ 】
音 声 認 識 用 サ ン プ リ ン グ レ ー ト と 、 音 声 通 話 用 サ ン プ リ ン グ デ ー タ の う ち 何 れ か 一 つ を 用
い て 、 入 力 さ れ た ボ イ ス 信 号 に 対 し て パ ル ス コ ー ド 変 調 を 実 施 す る オ ー デ ィ オ コ ー デ ッ ク
と 、
前 記 音 声 認 識 用 サ ン プ リ ン グ レ ー ト で 変 調 さ れ た 前 記 オ ー デ ィ オ コ ー デ ッ ク の 出 力 か ら 特
徴 ベ ク ト ル を 抽 出 す る 特 徴 ベ ク ト ル 抽 出 ブ ロ ッ ク と 、 前 記 特 徴 ベ ク ト ル 抽 出 ブ ロ ッ ク の 出
力 を 用 い て 音 声 認 識 ア ル ゴ リ ズ ム を 行 う プ ロ セ ッ サ ー を 備 え た 音 声 認 識 経 路 と 、
前 記 音 声 通 話 用 サ ン プ リ ン グ レ ー ト で 変 調 さ れ た 前 記 オ ー デ ィ オ コ ー デ ッ ク の 出 力 を 音 声
コ ー デ ィ ン グ す る ボ コ ー ダ を 備 え た 音 声 通 話 経 路 と を 含 ん で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る
移 動 通 信 端 末 機 。
【 請 求 項 １ ７ 】
前 記 音 声 認 識 経 路 は 、
前 記 音 声 認 識 用 サ ン プ リ ン グ レ ー ト で 変 調 さ れ た 前 記 オ ー デ ィ オ コ ー デ ッ ク の 出 力 を 保 存
す る バ ッ フ ァ を 、 特 徴 ベ ク ト ル 抽 出 ブ ロ ッ ク の 入 力 端 に 更 に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ ６ に 記 載 の 移 動 通 信 端 末 機 。
【 請 求 項 １ ８ 】
前 記 バ ッ フ ァ は 、 ピ ン ポ ン バ ッ フ ァ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 移 動 通 信
端 末 機 。
【 請 求 項 １ ９ 】
前 記 音 声 認 識 経 路 は 、
前 記 特 徴 ベ ク ト ル 抽 出 ブ ロ ッ ク か ら 抽 出 さ れ た 前 記 特 徴 ベ ク ト ル を 保 存 す る 特 徴 ベ ク ト ル
バ ッ フ ァ を 、 前 記 プ ロ セ ッ サ ー の 入 力 端 に 更 に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ に 記 載
の 移 動 通 信 端 末 機 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
前 記 入 力 さ れ た ボ イ ス 信 号 が 前 記 音 声 認 識 用 信 号 で あ る か 、 前 記 音 声 通 話 用 信 号 で あ る か
を 区 分 し て 、 前 記 経 路 の 動 作 を 制 御 す る 制 御 器 を 更 に 含 ん で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ ６ に 記 載 の 移 動 通 信 端 末 機 。
【 請 求 項 ２ １ 】
前 記 制 御 器 は 、
前 記 入 力 さ れ た ボ イ ス 信 号 を 、 前 記 音 声 認 識 用 信 号 と 、 前 記 音 声 通 話 用 信 号 の う ち 一 つ で
区 分 し 、 そ れ に よ っ て 前 記 オ ー デ ィ オ コ ー デ ッ ク の 変 調 に 用 い る サ ン プ リ ン グ レ ー ト を 可
変 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の 移 動 通 信 端 末 機 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
前 記 制 御 器 は 、
前 記 入 力 さ れ た ボ イ ス 信 号 が 前 記 音 声 認 識 用 信 号 で あ る 場 合 に 、 前 記 特 徴 ベ ク ト ル 抽 出 ブ
ロ ッ ク と 、 前 記 音 声 認 識 ブ ロ ッ ク の 動 作 を 活 性 化 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ０ に 記
載 の 移 動 通 信 端 末 機 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
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前 記 制 御 器 は 、 前 記 移 動 通 信 端 末 機 に 備 え ら れ た 音 声 認 識 用 レ ジ ス タ ー を オ ン /オ フ し て
、 前 記 特 徴 ベ ク ト ル 抽 出 ブ ロ ッ ク と 、 前 記 音 声 認 識 ブ ロ ッ ク の 動 作 を 制 御 す る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の 移 動 通 信 端 末 機 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 音 声 認 識 用 サ ン プ リ ン グ レ ー ト は 、 １ ２ ～ ３ ２ ｋ Hｚ の 範 囲 に 含 ま れ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 移 動 通 信 端 末 機 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 音 声 認 識 用 サ ン プ リ ン グ レ ー ト は 、 １ ６ ｋ Hｚ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に
記 載 の 移 動 通 信 端 末 機 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 特 徴 ベ ク ト ル ブ ロ ッ ク は 、 ハ ー ド ウ ェ ア で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に
記 載 の 移 動 通 信 端 末 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 よ り 高 い 音 声 認 識 率 を 保 障 す る 音 声 認 識 用 ベ ー ス バ ン ド の モ デ ム と 、 そ れ を
用 い る 移 動 通 信 端 末 機 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の ベ ー ス バ ン ド モ デ ム （ ベ ー ス バ ン ド モ デ ム ） は 、 オ ー デ ィ オ コ ー デ ッ ク を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 方 、 従 来 の 音 声 認 識 技 術 を 移 動 通 信 端 末 機 に 適 用 す る 時 は 、 大 部 分 音 声 通 話 の た め の
音 声 コ ー デ ィ ン グ と 音 声 認 識 で 同 一 の サ ン プ リ ン グ レ ー ト の 音 声 を 用 い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ れ は 、 １ ６ ｋ Hｚ マ イ ク ロ フ ォ ン の 入 力 を 支 援 す る ベ ー ス バ ン ド モ デ ム が 多 く な い た
め で あ り 、 現 在 、 多 く の ベ ー ス バ ン ド モ デ ム が パ ル ス コ ー ド 変 調 （ Pulse　 Code　 Modulat
ion： 以 下 、 Ｐ Ｃ Ｍ )デ ー タ を 得 る こ と が 難 し い か ら で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 １ は 従 来 技 術 に 係 る ベ ー ス バ ン ド モ デ ム の 構 成 図 で あ る 。 図 ２ は 、 図 １ に 示 す ベ ー ス
バ ン ド モ デ ム を 介 し た 音 声 認 識 過 程 を 説 明 し た 図 面 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 １ を 参 照 す る と 、 従 来 の ベ ー ス バ ン ド モ デ ム は 、 オ ー デ ィ オ コ ー デ ッ ク １ ３ と 、 ボ コ
ー ダ １ ５ と 、 プ ロ セ ッ サ ー １ ７ と で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 オ ー デ ィ オ コ ー デ ッ ク １ ３ は 、 マ イ ク ロ フ ォ ン か ら ボ イ ス 信 号 が 入 力 さ れ る と 、 そ の ボ
イ ス 信 号 を 所 定 の サ ン プ リ ン グ レ ー ト で 変 調 す る 。 一 例 と し て 、 入 力 さ れ た ボ イ ス 信 号 を
８ ｋ Hｚ の サ ン プ リ ン グ レ ー ト で Ｐ Ｃ Ｍ を 実 施 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ボ コ ー ダ １ ５ は 、 オ ー デ ィ オ コ ー デ ッ ク １ ３ の 出 力 に 対 し て ボ コ ー デ ィ グ を 実 施 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 一 例 と し て 、 音 声 コ ー デ ィ ン グ 方 式 と し て Ｑ Ｕ Ｅ Ｌ Ｐ (Qualcomm　 Code　 Excited　 Line
ar　 Prediction)や Ｅ Ｖ Ｒ Ｃ (Enhanced　 Variable　 Rate　 Coding)が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 プ ロ セ ッ サ ー １ ７ は 、 ボ コ ー ダ １ ５ の 出 力 に 対 し て 音 声 認 識 を 実 施 す る 。 よ り 詳 細 に 、
プ ロ セ ッ サ ー １ ７ は 、 音 声 コ ー デ ィ ン グ さ れ た デ ー タ を 復 号 化 し 、 そ の 復 号 化 さ れ た デ ー
タ か ら 特 徴 ベ ク ト ル を 抽 出 す る 。 そ し て 、 予 め 備 え ら れ た 音 声 認 識 ア ル ゴ リ ズ ム に 前 記 抽
出 さ れ た 特 徴 ベ ク ト ル を 用 い て 音 声 認 識 を 実 施 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 プ ロ セ ッ サ ー １ ７ は 、 マ イ ク ロ プ ロ セ ッ シ ン グ ユ ニ ッ ト (Ｍ Ｐ Ｕ ： Micro　 Processi
ng　 Unit)や デ ジ タ ル シ グ ナ リ ン グ プ ロ セ ッ サ ー (Ｄ Ｓ Ｐ ： Digital　 Signaling　 Processo
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r)で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 反 面 、 前 記 入 力 さ れ た ボ イ ス 信 号 が 音 声 通 話 の た め の も の で あ る 場 合 は 、 プ ロ セ ッ サ ー
１ ７ は 、 ボ コ ー ダ １ ５ の 出 力 に 対 し て コ ン ボ ル ー シ ョ ン コ ー ド や タ ー ボ コ ー ド な ど を 用 い
る チ ャ ン ネ ル コ ー デ ィ ン グ を 実 施 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 の 構 成 に よ る 音 声 認 識 過 程 を 図 ２ に 基 づ い て 以 下 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 従 来 の ベ ー ス バ ン ド モ デ ム は 、 マ イ ク ロ フ ォ ン か ら ボ イ ス 信 号 が 入 力 さ れ る と 、 そ の ボ
イ ス 信 号 を 所 定 の サ ン プ リ ン グ レ ー ト で 変 調 す る （ Ｓ １ ２ ） 。 一 例 と し て 、 入 力 さ れ た ボ
イ ス 信 号 を ８ ｋ Hｚ の サ ン プ リ ン グ レ ー ト で Ｐ Ｃ Ｍ を 実 施 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 次 い で 、 変 調 の 結 果 に 対 し て ボ イ ス コ ー デ ィ ン グ を 実 施 す る （ Ｓ １ ４ ） 。 音 声 コ ー デ ィ
ン グ 方 式 と し て は 、 Ｑ Ｃ Ｅ Ｌ Ｐ (Qualcomm　 Code　 Excited　 Linear　 Prediction)や Ｅ Ｖ
Ｒ Ｃ が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 い で 、 音 声 コ ー デ ィ ン グ の 出 力 に 対 し て Ｍ Ｐ Ｕ (Micro　 Processing　 Unit)や Ｄ Ｓ Ｐ (
digital　 Signaling　 Processer)の 内 部 で 音 声 認 識 を 実 施 す る 。 前 記 の 音 声 認 識 の た め に
、 ま ず 、 音 声 コ ー デ ィ ン グ さ れ た デ ー タ を 復 号 化 す る （ Ｓ １ ６ ） 。 そ し て 、 復 号 化 さ れ た
デ ー タ か ら 特 徴 ベ ク ト ル を 抽 出 す る （ Ｓ １ ８ ） 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 最 後 に 、 音 声 認 識 ア ル ゴ リ ズ ム に 前 記 抽 出 さ れ た 特 長 ベ ク ト ル を 用 い て 、 音 声 認 識 を 実
施 す る （ Ｓ ２ ０ ） 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 説 明 さ れ た 従 来 技 術 で 変 調 の た め の サ ン プ リ ン グ レ ー ト を ８ ｋ Hｚ に す る 理 由 は 、
４ ｋ Ｈ ｚ 以 下 の ボ イ ス 成 分 で も 十 分 に 聞 き 取 れ る ほ ど の 音 質 水 準 を 出 す こ と が で き る か ら
で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の 移 動 通 信 端 末 機 で 音 声 認 識 を 実 施 す る 場 合 に は 、 大 部 分 音 声 通 話
の た め に サ ン プ リ ン グ を 経 た デ ー タ を 、 音 声 認 識 用 と し て 用 い る 。 そ の た め 、 従 来 技 術 で
は 、 満 足 す べ き 音 声 認 識 率 を 保 障 で き な か っ た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 従 来 技 術 に お い て は 、 図 ２ で 説 明 し た よ う に 、 音 声 認 識 の た め に は 必 要 の な い 声
コ ー デ ィ ン グ と 復 号 化 を 経 な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 勿 論 、 音 声 認 識 の た め の デ ジ タ ル 信 号 処 理 プ ロ セ ッ サ ー チ ッ プ や 、 音 声 認 識 用 チ ッ プ を
移 動 通 信 端 末 機 に 用 い る 方 法 も あ る が 、 こ れ は 端 末 機 の 単 価 を 上 昇 さ せ る 要 因 と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 一 方 、 従 来 の 一 部 の ベ ー ス バ ン ド モ デ ム は 、 音 声 認 識 の た め に Ｄ Ｔ Ｗ (Dynamic　 Time　
Warping)の よ う な 方 法 を 用 い た 。 し か し 、 こ の 方 法 も 音 声 通 話 の た め に サ ン プ リ ン グ を 経
た デ ー タ を 音 声 認 識 用 に 用 い る た め 、 十 分 な 音 声 認 識 率 を 保 障 す る こ と は で き な か っ た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 従 来 は 、 音 声 認 識 の た め の 動 作 時 に も 、 ベ ー ス バ ン ド モ デ ム の 内 部 に 備 え ら れ た
オ ー デ ィ オ コ ー デ ッ ク に サ ン プ リ ン グ レ ー ト を 上 げ た り 、 特 徴 ベ ク ト ル を 抽 出 す る 部 分 が
ハ ー ド ウ ェ ア 的 に 具 現 さ れ て い な か っ た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 さ ら に 、 音 声 認 識 の た め の ま た 他 の 方 法 と し て は 、 ベ ー ス バ ン ド モ デ ム の 外 部 に 音 声 認
識 に 適 し た サ ン プ リ ン グ レ ー ト を 有 す る 別 途 の オ ー デ ィ オ コ ー デ ッ ク を 設 置 す る 方 法 が あ
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る 。 し か し 、 こ れ は ハ ー ド ウ ェ ア 的 な 具 現 が 容 易 で は な い 。
要 す る と 、 従 来 技 術 で は 、 移 動 通 信 端 末 機 で 音 声 認 識 を 実 施 す る に お い て 、 音 声 通 話 と 音
声 認 識 と を 区 分 し て 、 ベ ー ス バ ン ド モ デ ム の サ ン プ リ ン グ レ ー ト を 調 節 で き る よ う に す る
技 術 が な か っ た 。 ま た 、 ベ ー ス バ ン ド モ デ ム が Ｐ Ｃ Ｍ デ ー タ を 得 る こ と が 難 し い と い う 問
題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 は 上 記 の 問 題 点 を 解 決 す る た め に 案 出 し た も の で 、 音 声 認 識 に 適 し た サ ン プ リ ン
グ レ ー ト で 調 節 し て 、 音 声 認 識 率 を 高 め る こ と の で き る 音 声 認 識 用 ベ ー ス バ ン ド モ デ ム と
、 そ れ を 用 い る 移 動 通 信 端 末 機 を 提 供 す る こ と に そ の 目 的 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 他 の 目 的 と し て 、 音 声 認 識 の た め の プ ロ セ ッ シ ン グ ユ ニ ッ ト の 一 部 の 処 理 部 分 を ハ ー ド
ウ ェ ア 的 に 実 現 で き る 音 声 認 識 用 ベ ー ス バ ン ド モ デ ム と 、 そ れ を 用 い る 移 動 通 信 端 末 機 を
提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に 係 る ベ ー ス バ ン ド モ デ ム は 、 音 声 認 識 の た め の サ
ン プ リ ン グ レ ー ト と 、 音 声 通 話 の た め の サ ン プ リ ン グ レ ー ト の う ち 何 れ か 一 つ を 用 い て 、
入 力 さ れ た ボ イ ス 信 号 に 対 し て 変 調 を 実 施 す る オ ー デ ィ オ コ ー デ ッ ク と 、 前 記 音 声 認 識 の
た め の サ ン プ リ ン グ レ ー ト を 用 い て 、 変 調 さ れ た 前 記 オ ー デ ィ オ コ ー デ ッ ク の 出 力 か ら 特
徴 ベ ク ト ル を 抽 出 す る 特 徴 ベ ク ト ル 抽 出 ブ ロ ッ ク と 、 前 記 特 徴 ベ ク ト ル 抽 出 ブ ロ ッ ク の 出
力 を 用 い て 、 音 声 認 識 を 行 う 音 声 認 識 ブ ロ ッ ク と 、 前 記 音 声 通 話 の た め の サ ン プ リ ン グ レ
ー ト を 用 い て 、 変 調 さ れ た 前 記 オ ー デ ィ オ コ ー デ ッ ク の 出 力 を 音 声 コ ー デ ィ ン グ す る ボ コ
ー ダ と を 含 ん で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に 係 る 移 動 通 信 端 末 機 は 、 音 声 認 識 用 サ ン プ リ ン グ
レ ー ト と 、 音 声 通 話 用 サ ン プ リ ン グ デ ー タ の う ち 何 れ か 一 つ を 用 い て 、 入 力 さ れ た ボ イ ス
信 号 に 対 し て パ ル ス コ ー ド 変 調 を 実 施 す る オ ー デ ィ オ コ ー デ ッ ク と 、 前 記 音 声 認 識 用 サ ン
プ リ ン グ レ ー ト で 変 調 さ れ た 前 記 オ ー デ ィ オ コ ー デ ッ ク の 出 力 か ら 特 徴 ベ ク ト ル を 抽 出 す
る 特 徴 ベ ク ト ル 抽 出 ブ ロ ッ ク と 、 前 記 特 徴 ベ ク ト ル 抽 出 ブ ロ ッ ク の 出 力 を 用 い て 音 声 認 識
ア ル ゴ リ ズ ム を 行 う プ ロ セ ッ サ ー を 備 え た 音 声 認 識 経 路 と 、 前 記 音 声 通 話 用 サ ン プ リ ン グ
レ ー ト で 変 調 さ れ た 前 記 オ ー デ ィ オ コ ー デ ッ ク の 出 力 を 音 声 コ ー デ ィ ン グ す る ボ コ ー ダ を
備 え た 音 声 通 話 経 路 と を 含 ん で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 例 え ば 、 以 下 の 手 段 を 提 供 す る 。
（ 項 目 １ ）
音 声 認 識 の た め の サ ン プ リ ン グ レ ー ト と 、 音 声 通 話 の た め の サ ン プ リ ン グ レ ー ト の う ち 何
れ か 一 つ を 用 い て 、 入 力 さ れ た ボ イ ス 信 号 に 対 し て 変 調 を 実 施 す る オ ー デ ィ オ コ ー デ ッ ク
と 、
前 記 音 声 認 識 の た め の サ ン プ リ ン グ レ ー ト を 用 い て 、 変 調 さ れ た 前 記 オ ー デ ィ オ コ ー デ ッ
ク の 出 力 か ら 特 徴 ベ ク ト ル を 抽 出 す る 特 徴 ベ ク ト ル 抽 出 ブ ロ ッ ク と 、
前 記 特 徴 ベ ク ト ル 抽 出 ブ ロ ッ ク の 出 力 を 用 い て 、 音 声 認 識 を 行 う 音 声 認 識 ブ ロ ッ ク と 、
前 記 音 声 通 話 の た め の サ ン プ リ ン グ レ ー ト を 用 い て 、 変 調 さ れ た 前 記 オ ー デ ィ オ コ ー デ ッ
ク の 出 力 を ボ コ ー デ ィ グ す る ボ コ ー ダ と を 含 ん で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る ベ ー ス バ ン
ド モ デ ム 。
（ 項 目 ２ ）
前 記 音 声 認 識 の た め の サ ン プ リ ン グ レ ー ト を 用 い て 、 変 調 さ れ た 前 記 オ ー デ ィ オ コ ー デ ッ
ク の 出 力 を 保 存 す る バ ッ フ ァ を 更 に 含 ん で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 項 目 １ に 記 載 の ベ
ー ス バ ン ド モ デ ム 。
（ 項 目 ３ ）
前 記 特 徴 ベ ク ト ル 抽 出 ブ ロ ッ ク は 、 前 記 バ ッ フ ァ に 保 存 さ れ た デ ー タ か ら 前 記 特 徴 ベ ク ト
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ル を 抽 出 す る こ と を 特 徴 と す る 項 目 ２ に 記 載 の ベ ー ス バ ン ド モ デ ム 。
（ 項 目 ４ ）
前 記 バ ッ フ ァ は 、 ピ ン ポ ン バ ッ フ ァ で あ る こ と を 特 徴 と す る 項 目 ２ に 記 載 の ベ ー ス バ ン ド
モ デ ム 。
（ 項 目 ５ ）
前 記 特 徴 ベ ク ト ル 抽 出 ブ ロ ッ ク か ら 抽 出 さ れ た 前 記 特 徴 ベ ク ト ル を 保 存 す る 特 徴 ベ ク ト ル
バ ッ フ ァ を 更 に 含 ん で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 項 目 １ に 記 載 の ベ ー ス バ ン ド モ デ ム 。
（ 項 目 ６ ）
前 記 入 力 さ れ た ボ イ ス 信 号 が 前 記 音 声 認 識 の た め の 信 号 で あ る か 、 前 記 音 声 通 話 の た め の
信 号 で あ る か を 区 分 す る 制 御 器 を 更 に 含 ん で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 項 目 １ に 記 載 の
ベ ー ス バ ン ド モ デ ム 。
（ 項 目 ７ ）
前 記 制 御 器 は 、
前 記 入 力 さ れ た ボ イ ス 信 号 を 、 前 記 音 声 認 識 の た め の 信 号 と 、 前 記 音 声 通 話 の た め の 信 号
の う ち 一 つ で 区 分 す る こ と に よ り 、 前 記 オ ー デ ィ オ コ ー デ ッ ク の 変 調 に 用 い る サ ン プ リ ン
グ レ ー ト の 可 変 を 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 項 目 ６ に 記 載 の ベ ー ス バ ン ド モ デ ム 。
（ 項 目 ８ ）
前 記 制 御 器 は 、
前 記 入 力 さ れ た ボ イ ス 信 号 を 、 前 記 音 声 認 識 の た め の 信 号 と 、 前 記 音 声 通 話 の た め の 信 号
の う ち 一 つ で 区 分 す る こ と に よ り 、 前 記 特 徴 ベ ク ト ル 抽 出 ブ ロ ッ ク と 前 記 音 声 認 識 ブ ロ ッ
ク の 活 性 化 を 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 項 目 ６ に 記 載 の ベ ー ス バ ン ド モ デ ム 。
（ 項 目 ９ ）
前 記 入 力 さ れ た オ ー デ ィ オ 信 号 が 前 記 音 声 認 識 の た め の 信 号 で あ る 場 合 に 、 前 記 制 御 器 は
、 前 記 特 徴 ベ ク ト ル 抽 出 ブ ロ ッ ク と 、 前 記 音 声 認 識 ブ ロ ッ ク を 活 性 化 さ せ る こ と を 特 徴 と
す る 項 目 ８ に 記 載 の ベ ー ス バ ン ド モ デ ム 。
（ 項 目 １ ０ ）
前 記 制 御 器 は 、 前 記 ベ ー ス バ ン ド モ デ ム に 備 え ら れ た 音 声 認 識 の た め の レ ジ ス タ ー を オ ン
/オ フ し て 、 前 記 特 徴 ベ ク ト ル 抽 出 ブ ロ ッ ク と 前 記 音 声 認 識 ブ ロ ッ ク の 活 性 化 を 制 御 す る
こ と を 特 徴 と す る 項 目 ６ に 記 載 の ベ ー ス バ ン ド モ デ ム 。
（ 項 目 １ １ ）
前 記 音 声 認 識 の た め の サ ン プ リ ン グ レ ー ト は 、 １ ２ ～ ３ ２ ｋ Hｚ の 範 囲 に 含 ま れ る こ と を
特 徴 と す る 項 目 １ に 記 載 の ベ ー ス バ ン ド モ デ ム 。
（ 項 目 １ ２ ）
前 記 音 声 認 識 の た め の サ ン プ リ ン グ レ ー ト は 、 １ ６ kHzで あ る こ と を 特 徴 と す る 項 目 １ に
記 載 の ベ ー ス バ ン ド モ デ ム 。
（ 項 目 １ ３ ）
前 記 特 徴 ベ ク ト ル 抽 出 ブ ロ ッ ク は 、 ハ ー ド ウ ェ ア で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 項 目 １ に
記 載 の ベ ー ス バ ン ド モ デ ム 。
（ 項 目 １ ４ ）
前 記 オ ー デ ィ オ コ ー デ ッ ク は 、 前 記 入 力 さ れ た ボ イ ス 信 号 に 対 し て パ ル ス コ ー ド 変 調 を 実
施 す る こ と を 特 徴 と す る 項 目 １ に 記 載 の ベ ー ス バ ン ド モ デ ム 。
（ 項 目 １ ５ ）
　 前 記 ベ ー ス バ ン ド モ デ ム は 、 移 動 通 信 端 末 機 に 内 装 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 項 目 １ に 記
載 の ベ ー ス バ ン ド モ デ ム 。
（ 項 目 １ ６ ）
音 声 認 識 用 サ ン プ リ ン グ レ ー ト と 、 音 声 通 話 用 サ ン プ リ ン グ デ ー タ の う ち 何 れ か 一 つ を 用
い て 、 入 力 さ れ た ボ イ ス 信 号 に 対 し て パ ル ス コ ー ド 変 調 を 実 施 す る オ ー デ ィ オ コ ー デ ッ ク
と 、
前 記 音 声 認 識 用 サ ン プ リ ン グ レ ー ト で 変 調 さ れ た 前 記 オ ー デ ィ オ コ ー デ ッ ク の 出 力 か ら 特
徴 ベ ク ト ル を 抽 出 す る 特 徴 ベ ク ト ル 抽 出 ブ ロ ッ ク と 、 前 記 特 徴 ベ ク ト ル 抽 出 ブ ロ ッ ク の 出
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力 を 用 い て 音 声 認 識 ア ル ゴ リ ズ ム を 行 う プ ロ セ ッ サ ー を 備 え た 音 声 認 識 経 路 と 、
前 記 音 声 通 話 用 サ ン プ リ ン グ レ ー ト で 変 調 さ れ た 前 記 オ ー デ ィ オ コ ー デ ッ ク の 出 力 を 音 声
コ ー デ ィ ン グ す る ボ コ ー ダ を 備 え た 音 声 通 話 経 路 と を 含 ん で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る
移 動 通 信 端 末 機 。
（ 項 目 １ ７ ）
前 記 音 声 認 識 経 路 は 、
前 記 音 声 認 識 用 サ ン プ リ ン グ レ ー ト で 変 調 さ れ た 前 記 オ ー デ ィ オ コ ー デ ッ ク の 出 力 を 保 存
す る バ ッ フ ァ を 、 特 徴 ベ ク ト ル 抽 出 ブ ロ ッ ク の 入 力 端 に 更 に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 項 目
１ ６ に 記 載 の 移 動 通 信 端 末 機 。
（ 項 目 １ ８ ）
前 記 バ ッ フ ァ は 、 ピ ン ポ ン バ ッ フ ァ で あ る こ と を 特 徴 と す る 項 目 １ ７ に 記 載 の 移 動 通 信 端
末 機 。
（ 項 目 １ ９ ）
前 記 音 声 認 識 経 路 は 、
前 記 特 徴 ベ ク ト ル 抽 出 ブ ロ ッ ク か ら 抽 出 さ れ た 前 記 特 徴 ベ ク ト ル を 保 存 す る 特 徴 ベ ク ト ル
バ ッ フ ァ を 、 前 記 プ ロ セ ッ サ ー の 入 力 端 に 更 に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 項 目 １ ６ に 記 載 の
移 動 通 信 端 末 機 。
（ 項 目 ２ ０ ）
前 記 入 力 さ れ た ボ イ ス 信 号 が 前 記 音 声 認 識 用 信 号 で あ る か 、 前 記 音 声 通 話 用 信 号 で あ る か
を 区 分 し て 、 前 記 経 路 の 動 作 を 制 御 す る 制 御 器 を 更 に 含 ん で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る
項 目 １ ６ に 記 載 の 移 動 通 信 端 末 機 。
（ 項 目 ２ １ ）
前 記 制 御 器 は 、
前 記 入 力 さ れ た ボ イ ス 信 号 を 、 前 記 音 声 認 識 用 信 号 と 、 前 記 音 声 通 話 用 信 号 の う ち 一 つ で
区 分 し 、 そ れ に よ っ て 前 記 オ ー デ ィ オ コ ー デ ッ ク の 変 調 に 用 い る サ ン プ リ ン グ レ ー ト を 可
変 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 項 目 ２ ０ に 記 載 の 移 動 通 信 端 末 機 。
（ 項 目 ２ ２ ）
前 記 制 御 器 は 、
前 記 入 力 さ れ た ボ イ ス 信 号 が 前 記 音 声 認 識 用 信 号 で あ る 場 合 に 、 前 記 特 徴 ベ ク ト ル 抽 出 ブ
ロ ッ ク と 、 前 記 音 声 認 識 ブ ロ ッ ク の 動 作 を 活 性 化 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 項 目 ２ ０ に 記 載
の 移 動 通 信 端 末 機 。
（ 項 目 ２ ３ ）
前 記 制 御 器 は 、 前 記 移 動 通 信 端 末 機 に 備 え ら れ た 音 声 認 識 用 レ ジ ス タ ー を オ ン /オ フ し て
、 前 記 特 徴 ベ ク ト ル 抽 出 ブ ロ ッ ク と 、 前 記 音 声 認 識 ブ ロ ッ ク の 動 作 を 制 御 す る こ と を 特 徴
と す る 項 目 ２ ０ に 記 載 の 移 動 通 信 端 末 機 。
（ 項 目 ２ ４ ）
　 前 記 音 声 認 識 用 サ ン プ リ ン グ レ ー ト は 、 １ ２ ～ ３ ２ ｋ Hｚ の 範 囲 に 含 ま れ る こ と を 特 徴
と す る 項 目 １ ６ に 記 載 の 移 動 通 信 端 末 機 。
（ 項 目 ２ ５ ）
　 前 記 音 声 認 識 用 サ ン プ リ ン グ レ ー ト は 、 １ ６ ｋ Hｚ で あ る こ と を 特 徴 と す る 項 目 １ に 記
載 の 移 動 通 信 端 末 機 。
（ 項 目 ２ ６ ）
　 前 記 特 徴 ベ ク ト ル ブ ロ ッ ク は 、 ハ ー ド ウ ェ ア で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 項 目 １ に 記
載 の 移 動 通 信 端 末 機 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 に 係 る 音 声 認 識 用 ベ ー ス バ ン ド モ デ ム と 、 そ れ を 用 い る 移 動 通 信 端 末 機 に よ れ ば
次 の よ う な 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 第 一 に 、 オ ー デ ィ オ コ ー デ ッ ク に よ る 変 調 時 に 音 声 認 識 に 適 し た サ ン プ リ ン グ レ ー ト を
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用 い る の で 、 音 声 認 識 率 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 第 二 に 、 特 徴 ベ ク ト ル の 抽 出 の た め の 部 分 を ハ ー ド ウ ェ ア で 実 現 す る こ と で 、 音 声 認 識
の た め の プ ロ セ ッ シ ン グ ユ ニ ッ ト の 演 算 量 を 減 ら す こ と が で き 、 ま た 、 電 力 消 費 面 で も 経
済 的 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 第 三 に 、 音 声 認 識 ア ル ゴ リ ズ ム で 固 定 点 の 移 行 や ア ル ゴ リ ズ ム の 改 善 の た め の 部 分 を 、
上 述 し た Ｍ Ｐ Ｕ ま た は Ｄ Ｓ Ｐ を 介 し て 実 現 す る こ と で 、 以 後 、 必 要 に よ る 修 正 が 容 易 で あ
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 音 声 用 ベ ー ス バ ン ド モ デ ム と 、 そ れ を 用 い る 移 動 通 信 端 末 機 に つ い
て の 好 適 な 実 施 例 を 添 付 の 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る ベ ー ス バ ン ド モ デ ム の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク ダ イ ア グ ラ
ム で あ る 。 特 に 、 図 ３ の ベ ー ス バ ン ド モ デ ム は 、 移 動 通 信 端 末 機 に 装 着 さ れ る こ と が 好 ま
し い 。 図 ２ を 参 照 す る と 、 本 発 明 に 係 る ベ ー ス バ ン ド モ デ ム は 、 オ ー デ ィ オ コ ー デ ッ ク ２
２ 、 制 御 器 ２ ７ 、 ボ コ ー ダ ２ ８ 、 特 徴 ベ ク ト ル 抽 出 ブ ロ ッ ク ２ ４ 、 多 数 の バ ッ フ ァ ２ ３ 、
２ ５ 、 そ し て 音 声 認 識 ブ ロ ッ ク ２ ６ で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 オ ー デ ィ オ コ ー デ ッ ク ２ ２ は 、 マ イ ク ロ フ ォ ン か ら ボ イ ス 信 号 が 入 力 さ れ る と 、 そ の ボ
イ ス 信 号 を 所 定 の サ ン プ リ ン グ レ ー ト で 変 調 す る 。 特 に 、 オ ー デ ィ オ コ ー デ ッ ク ２ ２ は 、
入 力 さ れ た ボ イ ス 信 号 を 、 可 変 的 な サ ン プ リ ン グ レ ー ト で Ｐ Ｃ Ｍ を 実 施 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 上 記 で マ イ ク ロ フ ォ ン は 、 入 力 さ れ る ユ ー ザ ー の 音 声 を 電 気 的 な 信 号 に 変 換 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 オ ー デ ィ オ コ ー デ ッ ク ２ ２ は 、 入 力 さ れ る ボ イ ス 信 号 が 音 声 認 識 の た め の 信 号 で あ る か
、 音 声 通 話 の た め の 信 号 で あ る か に よ っ て サ ン プ リ ン グ レ ー ト を 変 更 し て 、 Ｐ Ｃ Ｍ を 行 う
。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 よ り 詳 細 に は 、 オ ー デ ィ オ コ ー デ ッ ク ２ ２ は 、 音 声 通 話 の た め の 信 号 に 対 し て は 、 ８ ｋ
Hｚ 程 度 の サ ン プ リ ン グ レ ー ト を Ｐ Ｃ Ｍ に 用 い る 。 反 面 、 音 声 認 識 の た め の 信 号 に 対 し て
は 、 よ り 高 い １ ２ ～ ３ ２ ｋ Hｚ 範 囲 の サ ン プ リ ン グ レ ー ト を Ｐ Ｃ Ｍ に 用 い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 よ り 好 ま し く は 、 音 声 認 識 の た め の 信 号 に 対 し て は １ ６ ｋ Hｚ の サ ン プ リ ン グ レ ー ト を
Ｐ Ｃ Ｍ に 用 い る 。 こ れ は 、 １ ６ ｋ Hｚ の サ ン プ リ ン グ レ ー ト が 音 声 認 識 率 を 向 上 さ せ る と
知 ら れ て い る た め で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 一 方 、 入 力 さ れ る 信 号 が 音 声 認 識 の た め の 信 号 で あ る か 、 音 声 通 話 の た め の 信 号 で あ る
か の 区 分 は 、 ユ ー ザ ー が ど ん な ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 選 択 す る か に よ っ て 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 即 ち 、 ユ ー ザ ー が 音 声 通 話 の た め の ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 選 択 す る と 、 以 後 オ ー デ ィ オ コ
ー デ ッ ク ２ ２ に 入 力 さ れ る 信 号 は 、 音 声 通 話 の た め の ボ イ ス 信 号 で あ る 。 そ し て 、 ユ ー ザ
ー が 音 声 認 識 の た め の ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 選 択 す る と 、 以 後 オ ー デ ィ オ コ ー デ ッ ク ２ ２ に
入 力 さ れ る 信 号 は 、 音 声 認 識 の た め の ボ イ ス 信 号 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 そ の た め 、 移 動 通 信 端 末 機 の 立 場 で 入 力 さ れ る 信 号 が 、 音 声 認 識 の た め の 信 号 で あ る か
音 声 通 話 の た め の 信 号 で あ る か を 区 分 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 本 発 明 で は 、 制 御 器 ２ ７ が 現 在 の ユ ー ザ ー が 選 択 し た ア プ リ ケ ー シ ョ ン が 何 で あ る か を
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把 握 し て 、 音 声 通 話 の た め の 信 号 伝 達 経 路 と 、 音 声 認 識 の た め の 信 号 伝 達 経 路 の う ち 、 一
つ の 経 路 を 活 性 化 さ せ る 。 よ り 正 確 に は 、 制 御 器 ２ ７ は 、 音 声 認 識 の た め の 信 号 伝 達 経 路
の 要 素 ２ ３ 、 ２ ４ 、 ２ ５ を 活 性 化 さ せ た り 、 不 活 性 化 さ せ る 。 も し 、 ユ ー ザ ー が 音 声 認 識
の た め の ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 選 択 す る と 、 制 御 器 ２ ７ は 、 音 声 認 識 の た め の 信 号 伝 達 経 路
の 要 素 ２ ３ 、 ２ ４ 、 ２ ５ を 活 性 化 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 し か し 、 ユ ー ザ ー が 音 声 認 識 の た め の ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 選 択 し な い 時 は 、 制 御 器 ２ ７
は 、 音 声 認 識 の た め の 信 号 伝 達 経 路 の 要 素 ２ ３ 、 ２ ４ 、 ２ ５ を 不 活 性 化 さ せ 、 オ ー デ ィ オ
コ ー デ ッ ク ２ ２ の 出 力 が ボ コ ー ダ ２ ８ に 伝 達 さ れ る よ う に 制 御 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 制 御 器 ２ ７ は 、 オ ー デ ィ オ コ ー デ ッ ク ２ ２ の サ ン プ リ ン グ レ ー ト を 制 御 す る 。 即
ち 、 制 御 器 ２ ７ は 、 ユ ー ザ ー が ど ん な ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 選 択 す る か に よ っ て 、 オ ー デ ィ
オ コ ー デ ッ ク ２ ２ に 入 力 さ れ る 信 号 が 音 声 通 話 の た め の も の で あ る か 、 音 声 認 識 の た め の
も の で あ る か が 分 か る の で 、 各 状 況 に よ っ て オ ー デ ィ オ コ ー デ ッ ク ２ ２ が 適 切 な サ ン プ リ
ン グ レ ー ト を 用 い て Ｐ Ｃ Ｍ を 実 行 す る よ う に 制 御 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 制 御 器 ２ ７ の 制 御 動 作 に 対 す る 一 例 を 説 明 す る 。 即 ち 、 ユ ー ザ ー が 音 声 認 識 を 用 い る 自
動 ダ イ ア リ ン グ 、 メ ニ ュ ー 選 択 、 名 前 の 呼 出 な ど 、 音 声 認 識 の た め の ア プ リ ケ ー シ ョ ン を
選 択 す る と 、 制 御 器 ２ ７ は 、 ベ ー ス バ ン ド モ デ ム に 備 え ら れ た レ ジ ス タ ー の う ち 、 音 声 認
識 モ ー ド を 示 す 部 分 を オ ン に し て 、 オ ー デ ィ オ コ ー デ ッ ク ２ ２ の サ ン プ リ ン グ レ ー ト を 音
声 認 識 用 サ ン プ リ ン グ レ ー ト （ 例 え ば 、 １ ６ ｋ Hｚ ） に 設 定 す る 。 そ し て 、 バ ッ フ ァ ２ ３
と 、 特 徴 ベ ク ト ル 抽 出 ブ ロ ッ ク ２ ４ と 、 特 徴 ベ ク ト ル バ ッ フ ァ ２ ５ で 前 記 音 声 認 識 モ ー ド
を 示 す 部 分 を オ ン /オ フ に し て 制 御 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 要 す る と 、 制 御 器 ２ ７ は 、 オ ー デ ィ オ コ ー デ ッ ク ２ ２ が 用 い る サ ン プ リ ン グ レ ー ト の 可
変 を 制 御 す る 。 そ し て 、 制 御 器 ２ ７ は 、 ユ ー ザ ー が 選 択 し た ア プ リ ケ ー シ ョ ン に よ っ て 、
オ ー デ ィ オ コ ー デ ッ ク ２ ２ の 出 力 が 伝 達 さ れ た 経 路 を 決 定 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 一 方 、 音 声 認 識 の た め の 信 号 伝 達 経 路 上 で 、 特 徴 ベ ク ト ル 抽 出 ブ ロ ッ ク ２ ４ の 入 力 端 に
備 え ら れ た バ ッ フ ァ ２ ３ は 、 音 声 認 識 の た め の 音 声 信 号 （ Ｐ Ｃ Ｍ デ ー タ ） を 保 存 す る 。 前
記 バ ッ フ ァ ２ ３ は 、 ピ ン ポ ン バ ッ フ ァ で あ る こ と が 好 ま し い 。 こ こ で 、 ピ ン ポ ン バ ッ フ ァ
は 、 二 重 バ ッ フ ァ リ ン グ の 構 造 を 用 い る 。 即 ち 、 二 つ の 保 存 領 域 に 区 分 し て 、 そ の 二 つ の
保 存 領 域 の う ち 一 方 の 領 域 に デ ー タ を 満 た す と 同 時 に 、 他 方 の 領 域 で は 、 保 存 さ れ て い た
デ ー タ を 出 力 す る 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 一 方 、 本 発 明 で は 、 上 記 の 二 重 バ ッ フ ァ リ ン グ の 構 造 を 用 い た り 、 三 つ 以 上 の 保 存 領 域
に 区 分 し て 、 そ の 保 存 領 域 を リ ン グ の 形 態 で 構 成 し た 構 造 を 用 い る 。 こ こ で 、 前 記 バ ッ フ
ァ ２ ３ は 、 ２ ０ ～ ４ ０ ｍ ｓ バ ッ フ ァ で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 特 徴 ベ ク ト ル 抽 出 ブ ロ ッ ク ２ ４ は 、 入 力 端 に 位 置 し た バ ッ フ ァ ２ ３ か ら Ｐ Ｃ Ｍ デ ー タ の
伝 達 を 受 け 、 そ こ か ら 特 徴 ベ ク ト ル を 抽 出 す る 。 前 記 特 徴 ベ ク ト ル 抽 出 ブ ロ ッ ク ２ ４ は 、
Ｍ Ｆ Ｃ Ｃ (mel-frequency　 cepstral　 coefficients)、 Ｐ Ｌ Ｐ (perceptual　 linear　 pred
iction)、 Ｌ Ｐ Ｃ (Linear　 Predictive　 Coding)、 又 は Ｌ Ｐ Ｃ Ｃ (Linear　 Predictive　 Ce
pstral　 Coefficients)の う ち 、 何 れ か の 方 式 を 用 い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 そ し て 、 特 徴 ベ ク ト ル 抽 出 ブ ロ ッ ク ２ ４ の 出 力 端 に 備 え ら れ た 特 徴 ベ ク ト ル ２ ５ は 、 特
徴 ベ ク ト ル 抽 出 ブ ロ ッ ク ２ ４ か ら 抽 出 さ れ た 特 徴 ベ ク ト ル を 保 存 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 本 発 明 で は 、 ２ ０ ～ ４ ０ ｍ ｓ 程 度 の 短 時 間 単 位 で 反 復 的 に 特 徴 ベ ク ト ル を 抽 出 し 、 そ の
特 徴 ベ ク ト ル を ア レ イ 形 態 で 特 徴 ベ ク ト ル バ ッ フ ァ ２ ５ に 保 存 す る 。
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【 ０ ０ ５ ４ 】
　 一 般 的 に 、 特 徴 ベ ク ト ル を 抽 出 す る 時 は 、 フ ィ ル タ ー バ ン ク 、 フ ィ ル タ リ ン グ 、 Ｆ Ｆ Ｔ
(Fast　 Fourier　 Transform)、 Ｄ Ｃ Ｔ (Discrete　 Cosine　 Transform)、 Ｉ Ｆ Ｆ Ｔ (Invers
e　 Fast　 Fourier　 Transform)な ど の 過 程 を 経 な け れ ば な ら な い 。 そ の た め 、 多 く の 演 算
量 が 要 求 さ れ る 。 ま た 、 特 徴 ベ ク ト ル を 抽 出 す る 過 程 は 規 則 性 が 強 い 。 し た が っ て 、 本 発
明 で は 、 特 徴 ベ ク ト ル の 抽 出 の た め の ブ ロ ッ ク ２ ４ を ハ ー ド ウ ェ ア と し て 実 現 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 別 途 の 例 と し て 、 特 徴 ベ ク ト ル 抽 出 の た め に ソ フ ト ウ ェ ア 的 な 実 現 も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 音 声 認 識 ブ ロ ッ ク ２ ６ は 、 特 徴 ベ ク ト ル バ ッ フ ァ ２ ５ に 保 存 さ れ た 特 徴 ベ ク ト ル を 用 い
て 、 音 声 認 識 を 実 施 す る 。 前 記 音 声 認 識 ブ ロ ッ ク ２ ６ は 、 音 声 認 識 用 ア ル ゴ リ ズ ム を 備 え
た Ｍ Ｐ Ｕ や Ｄ Ｓ Ｐ で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 音 声 認 識 ア ル ゴ リ ズ ム 自 体 は 変 化 可 能 性 が 多 い 。 そ し て 、 ト レ イ ニ ン グ フ ァ イ ル 及 び パ
ラ メ ー タ ー に よ っ て 固 定 点 の 移 行 に お い て 差 が 生 じ 得 る 。 そ し て 、 ア ル ゴ リ ズ ム の 改 善 の
た め に ビ タ ビ 復 号 化 や 言 語 モ デ リ ン グ や 文 法 に 当 た る 部 分 が 用 い ら れ る 。 そ れ に よ り 、 本
発 明 で は 、 音 声 認 識 ア ル ゴ リ ズ ム で 固 定 点 の 移 行 や ア ル ゴ リ ズ ム の 改 善 の た め の 部 分 を 、
上 述 し た Ｍ Ｐ Ｕ 又 は Ｄ Ｐ Ｓ を 介 し て 実 現 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 別 途 の 例 と し て 、 本 発 明 で は 、 Ｍ Ｐ Ｕ 又 は Ｄ Ｓ Ｐ を 介 し た 音 声 認 識 の た め に 、 予 め ノ イ
ズ 除 去 を 実 施 す る 。 そ の ノ イ ズ の 除 去 も 上 述 し た Ｍ Ｐ Ｕ 又 は Ｄ Ｓ Ｐ を 介 し て 行 う こ と が 好
ま し い 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ボ コ ー ダ ２ ８ は 、 音 声 通 話 の た め の オ ー デ ィ オ コ ー デ ッ ク ２ ２ の 出 力 （ ８ ｋ Hｚ の サ ン
プ リ ン グ レ ー ト を 用 い た Ｐ Ｃ Ｍ デ ー タ ） に 対 し て 音 声 コ ー デ ィ ン グ を 実 施 す る 。 即 ち 、 ボ
コ ー ダ ２ ８ は 、 音 声 通 話 の た め の 音 声 信 号 が 入 力 さ れ る と 、 そ の Ｐ Ｃ Ｍ デ ー タ を Ｑ Ｃ Ｅ Ｌ
Ｐ (Qualcomm　 Code　 Excited　 Linear　 Prediction)や Ｅ Ｖ Ｒ Ｃ (Enhanced　 Variable　 Ra
te　 Coding)や Ｖ Ｓ Ｅ Ｌ Ｐ (Vector　 Sum　 Excited　 Linear　 Prediction)や Ｒ Ｐ Ｅ － Ｌ Ｔ
Ｐ (residual　 pulse　 excitation/long　 term　 prediction)　 な ど を 用 い て 音 声 コ ー デ ィ
ン グ す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ボ コ ー ダ ー ２ ８ の 出 力 に 対 し て は 、 コ ン ボ ル ー シ ョ ン コ ー ド や タ ー ボ コ ー ド な ど を 用 い
る チ ャ ン ネ ル コ ー デ ィ ン グ を 実 施 す る 。 そ し て 、 チ ャ ン ネ ル コ ー デ ィ ン グ の 以 後 に 無 線 変
調 な ど の 過 程 を 更 に 経 る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 上 述 し た 前 記 ベ ー ス バ ン ド モ デ ム は 、 移 動 通 信 端 末 機 の 出 荷 時 に 内 部 の 構 成 要 素 と し て
予 め 装 着 さ せ る こ と が 好 ま し い 。 し か し 、 本 発 明 に 係 る ベ ー ス バ ン ド モ デ ム を 独 立 的 な モ
ジ ュ ー ル に 実 現 し て 、 移 動 通 信 端 末 機 に 後 で 装 着 す る よ う に 構 成 し て も よ い 。
即 ち 、 本 発 明 に よ る 技 術 的 な 範 囲 は 、 前 記 両 者 の 場 合 に 共 に 及 ぶ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 以 上 で 説 明 し た 内 容 を 通 じ て 当 業 者 で あ れ ば 本 発 明 の 技 術 思 想 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 多 様
な 変 更 及 び 修 正 が 可 能 な こ と が 分 か る 。 し た が っ て 、 本 発 明 の 技 術 的 な 範 囲 は 明 細 書 の 詳
細 な 説 明 に 記 載 さ れ た 内 容 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 特 許 請 求 の 範 囲 に よ っ て 定 め ら れ
な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 を 用 い て 本 発 明 を 例 示 し て き た が 、 本 発 明 は
、 こ の 実 施 形 態 に 限 定 し て 解 釈 さ れ る べ き も の で は な い 。 本 発 明 は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に よ
っ て の み そ の 範 囲 が 解 釈 さ れ る べ き で あ る こ と が 理 解 さ れ る 。 当 業 者 は 、 本 発 明 の 具 体 的
な 好 ま し い 実 施 形 態 の 記 載 か ら 、 本 発 明 の 記 載 お よ び 技 術 常 識 に 基 づ い て 等 価 な 範 囲 を 実
施 す る こ と が で き る こ と が 理 解 さ れ る 。
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【 ０ ０ ６ ４ 】
　 音 声 認 識 に 適 し た サ ン プ リ ン グ レ ー ト で 調 節 す る こ と に よ っ て 音 声 認 識 率 を 高 め ら れ る
と 共 に 、 音 声 認 識 の た め の プ ロ セ ッ シ ン グ ユ ニ ッ ト の 一 部 の 処 理 部 分 を ハ ー ド ウ ェ ア 的 に
実 現 で き る 音 声 認 識 用 ベ ー ス バ ン ド モ デ ム と 、 そ れ を 用 い る 移 動 通 信 端 末 機 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 本 発 明 に 係 る ベ ー ス バ ン ド モ デ ム は 、 音 声 認 識 の た め の サ ン プ リ ン グ レ ー ト と 、 音 声 通
話 の た め の サ ン プ リ ン グ レ ー ト の う ち 何 れ か 一 つ を 用 い て 、 入 力 さ れ た ボ イ ス 信 号 に 対 し
て 変 調 を 実 施 す る オ ー デ ィ オ コ ー デ ッ ク と 、 前 記 音 声 認 識 の た め の サ ン プ リ ン グ レ ー ト を
用 い て 、 変 調 さ れ た 前 記 オ ー デ ィ オ コ ー デ ッ ク の 出 力 か ら 特 徴 ベ ク ト ル を 抽 出 す る 特 徴 ベ
ク ト ル 抽 出 ブ ロ ッ ク と 、 前 記 特 徴 ベ ク ト ル 抽 出 ブ ロ ッ ク の 出 力 を 用 い て 、 音 声 認 識 を 行 う
音 声 認 識 ブ ロ ッ ク と 、 前 記 音 声 通 話 の た め の サ ン プ リ ン グ レ ー ト を 用 い て 、 変 調 さ れ た 前
記 オ ー デ ィ オ コ ー デ ッ ク の 出 力 を ボ コ ー デ ィ グ す る ボ コ ー ダ と を 含 ん で 構 成 さ れ る こ と を
特 徴 と す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ６ 】
【 図 １ 】 従 来 技 術 に 係 る ベ ー ス バ ン ド モ デ ム の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 し た ベ ー ス バ ン ド モ デ ム を 介 し た 音 声 認 識 過 程 を 説 明 し た 図 面 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る ベ ー ス バ ン ド モ デ ム の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク ダ イ ア グ ラ ム
で あ る 。
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【 図 ３ 】
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